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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本ファンクショ

ンポイントユーザ会（JFPUG）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本

工業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

工業規格である。これによって，JIS X 0143:2006 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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序文 

この規格は，2011 年に第 2 版として発行された ISO/IEC 19761 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本工業規格である。 

ISO/IEC 19761:2003 及び JIS X 0143:2006（初版）は，COSMIC- FFP 機能規模測定法の第 2.1 版に基づい

ている。その後，COSMIC 法測定マニュアルの第 3.0 版が出版されたため，それに基づいて ISO/IEC 19761

が改正され，改正版が 2011 年 3 月に発行された。この規格は，JIS X 0143 の第 2 版であり，ISO/IEC 

19761:2011 とともに，COSMIC 法第 3.0 版に対応している。 

この規格では，改正された主な事項は次のとおりである。 

－ 手法名の“COSMIC-FFP”から“FFP”が削除されて“COSMIC”と改称された。 

－ 測定量の単位が“Cfsu”（COSMIC functional size unit）から“CFP”（COSMIC Function Point）に改称さ

れた。 

－ 測定手順に“機能利用者の識別”が追加された。 

－ “特定用途向け改訂手法”に関する規定が削除された。 

ソフトウェアは，多くの企業で予算の大きな部分を占める。組織にとっては，情報分野における最良事

例との優劣を比較評価するために，ソフトウェア費用を管理し，ソフトウェア開発及び保守に充てた予算

の投資効率を分析することが重要となりつつある。そのために，尺度及び尺度を使ったモデルが必要とな

る。 

尺度は，ソフトウェアの開発及び保守に関連した品質と生産性との両面を分析するために必要である。

まず，製品又はサービスの技術的な達成度を開発者の観点から定量化するために，技術的尺度が必要とな

る。技術的尺度は，例えば，設計の効率を改善するといった効率分析に活用できる。 

次に，利用者又は所有者の観点から製品又はサービスの達成度を定量化するために，機能尺度が必要と

なる。機能尺度は，例えば，生産性を分析するのに必要となる。機能尺度は，技術的な開発及び実装上の

意思決定から独立していなければならない。そうして初めて，機能尺度は，異なる技法・技術の生産性を

比較することに使用することができる。 

フルファンクションポイント（FFP）法は，1997 年に，主としてリアルタイムソフトウェア向けの機能

規模尺度として提案された。フィールドテストの結果とそれを適用した組織からのフィードバックとに動

機付けられ，この測定法が改良された。また，“COSMIC”コンソーシアム（Common Software Measurement 

International Consortium）の研究成果によっても，多くの改善が行われた。こうした努力の成果が，

COSMIC-FFP 機能規模測定法（最初に付けられた名前）の第 2.1 版として 2001 年 5 月に出版された。そし

て，業務アプリケーション，リアルタイム及びシステムソフトウェアに適用できることを目指した［4］。 

JIS X 0143:2006 は，COSMIC-FFP 機能規模測定法のこの第 2.1 版に基づいている。 


